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～ごあいさつ～ 

 府中町政の推進にあたりましては、平素から格別のご高配

を賜り、厚くお礼申し上げます。 

また、過去における当町提案につきましても、格段のご配

慮を頂きまして、着実に課題解決のための事業を推進するこ

とができておりますことについて、重ねてお礼申し上げます。 

当町では、「府中町第４次総合計画」や「府中町まち・ひと・

しごと創生総合戦略」に掲げた政策、施策、事業を着実に実

施することにより、「広島都市圏で一番の子育てしやすいま

ち」「志を育む教育のまち」「バランスのとれた行政施策の展

開」を実現し、『住んでよかった、これからも住み続けたい』

と実感できるまちを目指して取り組んでいるところです。 

また、今年３月に策定した「府中町国土強靭化地域計画」

では、防災・減災に関する方向性や取り組みを明らかにし、

国や県と一体となって国土強靭化を推進することを示しまし

た。 

つきましては、当町の振興を図る上での最重点課題につい

て、次のとおり提案させていただきますので、令和４年度の

予算編成並びに施策の決定に当たりましては、なお一層のご

配慮を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 令和３年１２月         

  広島県安芸郡府中町 

            府中町長  佐藤 信治 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【 提 案 項 目 】 

  

令和４年度府中町主要事業計画図････････････････････････ １  

 

《国土交通省関係》 

１ 向洋駅周辺土地区画整理事業の推進について･･････････ ３ 

 

２ 公共下水道事業の推進について･･････････････････････ ５ 

 

《文部科学省関係》 

３ 史跡の保存・整備事業の推進について･･･････ ･････  ７ 

 

 

当町は広島駅の東方約 3km に位置し、周囲を広島市に囲まれた、

町域僅か 10.41 ㎢（市街化区域は 5.64 ㎢）のまちです。町人口は

約 5 万 2千人で、日本で最も人口が多い町であり、人口密度が高い

コンパクトシティを既に形成しています。また、広島地域経済を牽

引する自動車メーカー（マツダ株式会社）の本社所在地でもあり、

町内の向洋駅周辺はその玄関口です。 

高度経済成長期に急発展したまちであるため、安心・安全の分野

を中心とした課題がありますが、それらの課題を本提案項目の推進

によって解決することは、地域経済活動の円滑化など、好循環にも

資するものと考えられます。 

全国的な人口減少社会に向かい、予算配分にあっては選択と集中

の必要性が謳われるなか、広島都市圏中心部に位置し、高い人口密

度と地域の基幹産業を有する当町の提案について、何卒ご高配をお

願いいたします。 

提案にあたって 
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　　【 現　状 】
　　　　　向洋駅周辺地区は、地区の中央をＪＲ山陽本線が縦断しているため、鉄道を横断する道路が不足
　　　　するとともに踏切による慢性的な交通渋滞が発生しています。
　　　　　また、地区内の都市基盤は未整備なところが多く、住宅も密集しており老朽化が進んでいます。
　　　　　更に町の南の玄関口である駅南側周辺では、小規模な商業施設が立地するのみで活気に欠け、地
　　　　域の拠点としての機能が欠如しています。

　　【 課　題 】
　　　　　向洋駅周辺土地区画整理事業は、ＪＲ山陽本線の連続立体交差化に合わせ、駅前広場や幹線道路
　　　　等の公共施設整備と既成市街地再編による宅地の利用増進を一体的に行い、広島都市圏東部の中心
　　　　拠点として、また町の南の玄関口として機能を充実させ、安全で安心なまちづくりの実現に向けて
　　　　事業進捗中です。      　　　　
　　　　　事業効果の早期実現、また地区住民の早期事業完了の要望から、さらなる事業の推進が必要となっ
　　　　ています。　　　　

　向洋駅周辺土地区画整理事業　（A=約12.2ha）    　    広島市東部地区連続立体交差事業
    平成14年11月   事業計画の決定  （事業主体：広島県・広島市）
    平成20年 1月   北側仮換地指定、家屋移転補償、工事 　 平成11年 3月　     都市計画決定
    平成23年 3月   ＪＲ向洋駅仮設北口改札開設 　 平成14年 3月　     事業認可
    平成25年度以降 南側仮換地指定、家屋移転補償、工事    令和元年 5月　　 　都市計画変更
    令和14年度     工事完成（計画）    令和元年10月　　 　事業認可
    令和15年度     換地処分、清算（計画）    令和２年10月　　 　工事着手

　向洋駅周辺土地区画整理事業整備状況
 　　　【令和3年度国費ベース】要望額 内示額 内示率

　○ 画地面積ベース 防災・安全社会資本整備交付金 35,485 35,485 100.0%
　　　6.07ha/7.82ha（全体）≒78％ （内訳）  基幹事業（街路） 2,750
　○ 移転補償ベース  基幹事業（都市再生） 32,735
  　　172戸/222戸（全体）≒77％
　○ 事業費ベース
　　　131億円/177億円（全体）≒74％

 　【向洋駅南口周辺状況】　　　　　 　 　　　 【向洋駅北口周辺状況】（令和3年7月現在）

（単位：千円）

   【令和3年度末事業整備状況】

提 案 要 旨 　向洋駅周辺土地区画整理事業の推進

　　現状及び課題

　　現在の整備状況及び今後の計画

提 案 項 目 　広島圏都市計画事業　向洋駅周辺土地区画整理事業の推進について

事 業 主 体 府　中　町 事 業 期 間 H14～R15 提　案　先 国土交通省

北口駅前広場
現向洋駅南口ロータリー

18街区（令和3年度整備予定）
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 　関連事業である広島市東部地区連続立体交差事業は、事業見直しのため約７年間中断していま　
したが、令和元年5月に都市計画変更、同１０月に事業認可を取得し、令和２年１０月に工事着

　　　 手しているところです。
　本土地区画整理事業は、連立事業の事業認可に合わせて令和３年４月に事業計画の変更を行い、
スケジュールの調整を行い、連立事業の影響を受けない箇所から整備を行うこととしています。
また、本事業は、「府中町国土強靭化地域計画」において、当町の国土強靭化を図るうえで重要
な事業として位置付けています。　

R1 R2 R3 R4 　R5以降 R19

　　　

     注） 下記の工程は、これまで公表されている内容を基に町が想定したものです。

　今後も引続き両事業を推進することにより、安全安心で快適に暮らせる環境の確保、利便性の
向上、賑わいの創出、商業の活性化など様々な効果が期待されます。
　そのため、連続立体交差事業が本格着手された中で、本事業も着実に推し進める必要があり、
継続的な事業費の確保が求められる状況になっています。

　　　　【令和4年度事業計画概要】
○ 移転補償 建物移転戸数（4戸） 交付金対象分

　　　　【令和4年度末事業整備予定】
○ 移転補償ベース 180戸/222戸（全体）≒81％
○ 事業費ベース 135億円/177億円（全体）≒76％

　　　　【令和4年度国費ベース】
○ 整備計画名：府中町中心市街地のにぎわい再生と安全・安心なまちづくり（防災・安全）

（単位：千円）

（内訳） 基幹事業（街路）
基幹事業（都市再生）

　　　　
　　　　【事業箇所】

防災・安全社会資本整備交付金 127,330
85,730
41,600

広島市東部地区
連続立体交差事業

土地区画整理事業

　　提案概要

　　向洋駅周辺土地区画整理事業の推進（社会資本総合整備事業予算の確実な配分）

事
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変
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建物移転・

整備工事中
事業計画変更

詳細設計・工事実施（Ⅰ期：工事着手後10年で完成） Ⅰ期工事完成

整備工事（街区・街路,公園等）

建物移転（交渉・補償） 2年後

区画整理事業完成

Ⅱ期（Ⅰ期工事着手後7年目より着手）

Ⅱ

期

工

事

完

成

連

立

事

業

完

成

建物補償物件調整期間

南口駅前広場

北口駅前広
広島市東部地区連続立体交差事業
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　　　　　当町の公共下水道事業は、「広島湾流域別下水道整備総合計画」を上位計画とし、住民の生活環
　　　　境の改善と公共用水域の水質保全を図るため整備を進めており、公共下水道（汚水）の人口普及率
　　　　は、98.5％（令和２年度末現在）となっています。
　　　　　市街地の浸水対策として、３箇所の雨水ポンプ施設を整備しており、現在では「府中町下水道ス
　　　　トックマネジメント計画」に基づき、計画的かつ効率的に維持管理を行っています。
　　　　　また、本事業は、「府中町国土強靭化地域計画」において、当町の国土強靭化を図るうえで重要
　　　　な事業として位置付けています。

　　　　①汚水管渠の面整備及び維持管理
　汚水管渠は、10年概成を目標に狭小な道路等の地区の面整備事業を推進していく必要があります。
　昭和63年より供用開始しており、供用開始後20年以上が経過した汚水管渠が約4割あることから、
下水道ストックマネジメント計画に基づき、点検、調査、改築更新を行っていく必要があります。

　　　　②雨水ポンプ場、雨水管渠の耐水化及び改築更新
　雨水ポンプ場や昭和40年代から60年代にかけて整備された幹線管渠を下水道ストックマネジメン
ト計画に基づき、改築更新を継続して進めていく必要があります。また、令和３年度に策定予定の
耐水化計画に基づく雨水ポンプ場の耐水化を行っていく必要があります。

　　　○　社会資本整備総合交付金事業　（R4～R8の5ヶ年）

　　　【水質調査結果】 水質調査地点：府中大川下流

   【 課　題 】

   【 現　状 】

提 案 項 目   公共下水道事業の推進について

事 業 主 体 府　中　町 事 業 期 間 S59～ 提　案　先 国土交通省

     【今後の計画】

1　公共下水道事業（汚水面整備事業) ： 社会資本整備総合交付金

提 案 要 旨   公共下水道事業の推進

　　現状及び課題

2　公共下水道事業（ストックマネジメント支援事業) ： 防災・安全交付金

　　今後の計画等

対象施設 Ｒ4年度 Ｒ5年度 Ｒ6年度 Ｒ7年度

下水道処理人口普及率 99.1% 99.4% 99.7% 100.0%

機械設備 改築工事

土木・建築 設計業務 改築工事

府中1号幹線 改築工事

茂陰1号幹線 改築工事

千代幹線 改築工事

汚水管渠 点検業務

Ｒ8年度Ｒ7年度

設計業務

対象施設 Ｒ5年度Ｒ4年度 Ｒ6年度

雨水
ポンプ場
（府中P）

雨水
管渠

汚水
管渠

Ｈ28 Ｒ1

1.5 1.1

Ｈ19

3.6

Ｈ22

1.9

Ｈ25

1.5

Ｈ13

6.5

Ｈ16

4.0BOD(mg/L)

調査項目
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　下水道は、住民の安心安全・快適な生活を確保し、社会経済活動を根底から支える、都市の基本
的な社会基盤であり、着実な整備および適正な維持管理により、初めてその役割を果たすものであ
ることから、安定した事業費の確保が不可欠です。

   【令和4年度事業】　
1　整備計画名：府中町公共下水道 　　　　　　（単位：千円）

2　整備計画名：府中町公共下水道（防災・安全） （単位：千円）

   【事業計画区域】

国庫支出金（防災・安全交付金） 127,814

補助対象事業費

補助対象事業費

167,000
国庫支出金（社会資本整備総合交付金） 83,500

255,628

　　提案概要

　公共下水道事業の推進（社会資本総合整備事業予算の確実な配分）

府中町公共下水道整備計画図

【 凡 例 】

府中ポンプ

宮の町ポンプ

入川調整池

茂陰ポンプ場

水質調査地点

都市計画区域
事業計画区域
市街化区域
流域下水道 安芸幹線
汚水幹線
雨水幹線
ポンプ場、調整池
供用開始済区域
令和４年度面整備施工予定箇所
令和４年度ポンプ場改築予定箇所
令和４年度雨水幹線改築予定箇所
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　【 現　状 】
　　　　　下岡田遺跡は、府中町の西部に位置し、昭和３２（１９５７）年、城ヶ丘団地入口道路工事の際
　　　　に発見されました。昭和３８（１９５７）年から９次にわたる発掘調査を行い、平成２８年度から
　　　　は文化財担当者を２名増員するとともに、下岡田遺跡調査指導委員会を設置。その指導の下、第
　　　　１０次・１１次発掘調査を実施しました。
　　　　　第１次～第９次調査成果及び第１０次・１１次調査の内容を整理・検討し、下岡田遺跡調査指導
　　　　委員会に諮りながら、文化庁文化財第二課及び広島県教育委員会事務局文化財課の協力と指導を得
　　　　て、令和元年度に遺跡の価値付けを行った報告書を作成しました。翌年の令和２年７月１５日付け
　　　　で文化庁へ意見具申を行い、令和３年３月２６日に「下岡田官衙遺跡」として史跡指定を受けまし
　　　　た。

　【 課　題 】
　　　　　遺跡周辺の宅地化が進み、地権者が高齢化し世代交代が進んでいる状況を踏まえ、早急に本遺跡
　　　　の保存活用計画を策定及び用地取得を行い、先人の残した貴重な営みを後世に伝えるため保護及び
　　　　活用の措置を講ずる必要があります。

　【 現在の整備状況 】
○ 発掘調査
　　 第１次調査（昭和３８年度）、第２次調査（昭和３９年度）、第３次調査（昭和４１年度）、
　　 第４次調査（昭和４２年度）、第５次調査（昭和５２年度）、第６次調査（昭和５７年度）、
　　 第６次調査の補足調査（昭和６１年度）、第７次調査（昭和５９年度）、
　　 第８次調査（昭和６０年度）、第９次調査（平成５年度）、第１０次調査（平成２８年度）、
　　 第１１次調査（平成２９年度）
○ 開発に伴う試掘調査（昭和５６年度、平成２５年度、平成２６年度、平成３０年度）
○ 下岡田遺跡の普及・啓発事業として講座を開催（平成２２年度から毎年実施)
○ 府中町文化財担当者配置：文化財担当主幹（平成２８年度～令和元年度）
○ 府中町文化財担当者配置：文化財担当主査（平成２８年度～　）
○ 下岡田遺跡調査指導委員会（平成２８年度～令和元年度）
○ 文化庁文化財調査官現地指導監督（平成２８年度～令和元年度）
〇 府中町下岡田遺跡発掘調査報告書Ⅰの刊行（令和元年度）
〇 令和３年３月２６日　国指定（史跡）
〇 令和３年４月１日　　埋蔵文化財専門職員を採用（会計年度任用職員）
〇 令和３年６月２１日　下岡田官衙遺跡を管理する地方公共団体として指定を受ける。

　【 今後の計画 】
　　　　　令和４年度から令和７年度までの期間、保存・活用計画を策定し用地購入・史跡整備、遺物の保存
　　　　処理、遺跡内の地権者へ理解を得られるよう取り組むなど保存活用に係る業務を実施します。

保存活用計画策定
委員会

保存活用計画策定
委員会

不動産鑑定測量 不動産鑑定測量
用地取得 用地取得

保存活用計画 保存活用計画 史跡整備計画 史跡整備計画

　　現在の整備状況及び今後の計画

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

提 案 項 目 　史跡の保存・整備事業の推進について

事 業 主 体 府中町 事 業 期 間 R4～ 提　案　先
文部科学省
（文化庁）

提 案 要 旨 　史跡 下岡田官衙遺跡の保存・整備事業の推進

　　現状及び課題
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　　（文化財保存事業費　国庫補助金の確実な配分）

　令和４年度～５年度は、整備事業に至るまでの最初の計画として２年間で保存活用計画を策定し
ます。

〇目的　史跡を守り活かすための指針を定めます。（活用を加えた整備の方針も加味します）

〇主な内容
・史跡を構成する枢要の抽出（守るべき対象の明確化）を行います。
・その価値を保存するうえでの障害を抽出します。
・上記障害を調整・回避し、史跡を守るルールや方針を定めます。

　【 令和４年度事業計画概要 】

１　普及・啓発事業
（1）子ども、成人を対象に下岡田官衙遺跡に関する講座を実施します。
２　保存・活用に係る業務
（1）保存活用計画着手
　　・委託業者決定
　　・保存活用計画策定のための遺跡及び周辺の現状調査等を実施します。
　　・保存活用計画策定委員会の設置及び委員会を開催します。

（単位:千円）

礎石建物跡(SB002) 下岡田官衙遺跡の範囲（赤枠が史跡指定対象地）

補助対象事業費　　 3,455
国庫支出金（史跡等保存活用計画等策定費国庫補助金） 1,727

　　提案概要

　　史跡 下岡田官衙遺跡の保存・整備事業の推進

下岡田遺跡

府中町
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（広島県） 

広島市 
中心部 中心部 
広島市 

【 広 島 県 】 

◆府中町の広域的位置◆ 

 
広島県 府中町 
〒735-8686 
広島県安芸郡府中町⼤通三丁目５番１号 
電話（082）286 – 3121（政策企画課） 
FAX（082）286 – 3199 
Mail  kikaku@town.fuchu.hiroshima.jp 

◆府中町の⼟地利⽤状況◆ 

・まちの人口︓52,931 人（令和 3 年 11 月 1 日現在） 
・まちの⾯積︓10.41 ㎢（市街化区域 5.64 ㎢） 
・まちの人口集中地区（平成 27 年国勢調査） 

DID 区域⾯積︓5.58 ㎢，DID 区域人口密度︓9099.6 人/㎢ 

 

 


